
  
日
蓮
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
と

唱
と
な
フ

る
故
に
、
二
十
余
年
所

と
こ
ろ

を
追 お

は
れ
、
二
度
ま
で
御
勘
気

ご

か

ん

き

を
蒙

こ
う
む

り
、
最
後
に
は
此
山
に
こ
も
る
。
此 こ

ノ

山
の
体 て

い 

 

た
ら
く
は
、
西
は
七
面
の
山
、
東
は
天
子
の
た
け
（
嶽
）、
北
は
身
延

 

ノ

山
、
南
は
鷹
取
の
山
、
四 よ

つ

の
山
高
き
こ
と
天
に
付
き
、
さ
が
（
嶮
） 

 

し
き
こ
と
飛
鳥

ひ
ち
ょ
う

も
と
び
が
た
し
。
中 な

か

に
四 よ

つ

の
河
あ
り
。
所
謂

い
わ
ゆ
る

富
士
河
・
早
河
・
大
白

お
お
じ
ろ

河
・
身
延
河
也
。
其

 

ノ

中 な
か

に
一
町
ば
か
り
の
間

は
ざ
ま

の
候
に
庵
室

あ

じ

ち 

 

を
結

 

ヒ

て
候
。
昼
は
日
を
み
ず
、
夜
は
月
を
拝
せ
ず
。
冬
は
雪
深
く
、
夏
は
草
茂
り
、
問

 

フ

人
希 ま

れ

な
れ
ば
道
を
ふ
み
わ
く
る
こ
と
か
た
し
。 

 

殊
に
今
年

こ
ん
ね
ん

は
雪
深
く
し
て
人
問

 

フ

こ
と
な
し
。
命
を
期 ご

と
し
て
法
華
経
計 ば

か

り
を
た
の
み
奉

 

リ

候
に
御 お

ん

音
信

お
と
ず
れ

あ
り
が
た
く
候
。
し
ら
ず
、
釈
迦
仏 

 

の
御 お

ん

使
歟

つ
か
い
か

、
過
去
の
父
母
の
御
使
歟 か

と
申
す
ば
か
り
な
く
候
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
。 

  

（
建
治
元
年
） 

第一篇 日蓮大聖人 身延山御入山のこと 

五、身延山景観 

五日 種々御振舞御書（定遺 ９８６） 


